
当
日
の
朝
、
二
輪
販

売
店
の
ホ
ン
ダ
ド
リ
ー

ム
札
幌
に
は
ツ
ー
リ
ン

グ
に
参
加
す
る
同
店
の

お
客
様
15
名
が
集
合
。

午
前
９
時
に
、
同
店
の

石
川
治
彦
店
長
の
先
導

で
、
札
幌
市
か
ら
講
習

会
の
会
場
で
あ
る
夕
張

市
に
あ
る
「
夕
張
石

炭
の
歴
史
村
」
に
向
け

て
出
発
し
た
。

講
習
会
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
参
加
者
は
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
や

パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
の
課
題
に

取
り
組
む
。
同
講
習
会
に
協
力
し
て
い

る
北
海
道
内
の
自
動
車
教
習
所
５
校
の

教
習
指
導
員
８
名
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
実
技
指
導
を
行
っ
た
。
今
年

は
新
た
に
、
目
の
錯
覚
に
よ
る
事
故
の

危
険
性
に
つ
い
て
、
同
じ
距
離
か
ら
の

二
輪
車
と
四
輪
車
の
見
え
方
（
距
離
感
）

の
違
い
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、

参
加
者
は
体
感
し
て
学
ん
だ
。
参
加
者

か
ら
は
「
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
悪
い

ク
セ
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
。
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
こ
と
を
実
践
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
指
導

を
担
当
し
た
野
付
牛
自
動
車
学
校
の

研
修
で
は

午
前
中
、
運

行
前
点
検
の

ポ
イ
ン
ト
、

正
し
い
運
転

姿
勢
、
安
全

な
乗
降
車
の

方
法
を
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
説
明
。

午
後
か
ら
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
出
て
、

実
技
が
始
ま
っ
た
。
受
講
者
は
慣

熟
走
行
を
兼
ね
て
、
二
輪
車
と
三

輪
車
を
交
互
に
運
転
し
な
が
ら
、

発
進
・
停
止
の
練
習
を
繰
り
返

す
。
こ
の
後
、
一
本
橋
や
波
状
路
、

パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
課
題

で
、
二
輪
車
や
三
輪
車
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
り
方
や
車
両
感
覚
を
身
に

つ
け
る
。

「
三
輪
車
で
は
市
街
地
の
路
地

で
車
体
を
傾
け
た
時
に
、
ル
ー
フ

を
塀
な
ど
に
接
触
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
パ
イ
ロ
ン
ス

ラ
ロ
ー
ム
で
は
車
体
上
部
の
車
両

感
覚
も
意
識
し
て
く
だ
さ

い
」
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

最
後
は
、
反
応
制
動
。
直

線
路
を
40
㎞
／
h
で
走
行

し
、
前
方
に
あ
る
信
号
機
が

点
灯
し
た
ら
、
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
て
停
止
す
る
。
そ
の
後
、

受
講
者
に
信
号
機
が
点
灯
し
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東
京
都
内
を
中
心
と
し
た
地
域

金
融
機
関
で
あ
る
城
北
信
用
金
庫

（
本
部：

東
京
都
北
区
）
の
新
入

職
員
を
対
象
に
し
た
安
全
運
転
研

修
が
５
月
15
日
、
18
日
に
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で

開
催
さ
れ
た
。
２
日
間
で
新
入
職

員
38
名
が
研
修
を
受
講
し
た
。

こ
の
安
全
運
転
研
修
を
実
施
し

て
い
る
背
景
を
城
北
信
用
金
庫
採

用
研
修
部
部
長
の
原
島
章
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
私
た
ち
は
営
業
車
両
と
し
て
、

ホ
ン
ダ
の
『
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
』

（
二
輪
車
）
や
『
ジ
ャ
イ
ロ
キ
ャ

ノ
ピ
ー
』（
三
輪
車
）
を
活
用
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
運
転
免
許

は
持
っ
て
い
て
も
、
二
輪
車
の
運

転
経
験
が
な
い
と
い
う
新
入
職
員

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
職
員
の
不
安
を
取
り
除
き
、
円

滑
に
業
務
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も

に
金
庫
と
し
て
の
安
全
配
慮
義
務

に
基
づ
き
、
実
技
を
中
心
と
し
た

研
修
を
平
成
20
年
か
ら
始
め
ま
し

た
」。

5

現
場
訪
問

二
輪
車
と
三
輪
車
の
特
性
を
理
解
し
て

安
全
運
転
技
術
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

６
月
24
日
、「
ホ
ン
ダ
お
も
し
ろ
ツ

ー
リ
ン
グ
＆
二
輪
車
安
全
運
転
実
技
講

習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ホ

ン
ダ
の
二
輪
・
汎
用
製
品
の
北
海
道
代

理
店
で
あ
る
北
海
道
ホ
ン
ダ
販
売
（
株
）

と
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転

普
及
本
部
が
、
ラ
イ
ダ
ー
の
運
転
技
術

と
安
全
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
実

施
し
た
も
の
で
あ
る
。

７
月
21
日
、
福
島
県
南
会
津
町
で

（
株
）
飯
野
製
作
所
田
島
工
場
が
主
催

８
月
２
、
３
日
、
熊
本
県
熊
本
市
に

て
「
九
州
・
山
口
地
区
交
通
安
全
指
導

者
情
報
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運

転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
が
主

催
し
た
も
の
で
、
九
州
お
よ
び
山
口
県

で
活
躍
し
て
い
る
交
通
安
全
指
導
者
の

方
々
に
、
相
互
の
指
導
方
法
の
確
認
や

意
見
交
換
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
指
導

レ
ベ
ル
向
上
に
協
力
す
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
あ
る
。

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全
運
転
普
及

本
部
の
千
葉
英
雄
事
務
局
長
が
「
子
ど

も
や
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
室
な
ど
で
、

日
頃
か
ら
創
意
工
夫
を
重
ね
て
い
る
皆

様
の
姿
に
、
同
じ
交
通
安
全
に
取
り
組

む
仲
間
と
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
が
披
露
さ
れ
る
指
導
内

容
の
中
で
参
考
に
な
る
も
の
を
各
々
の

地
域
に
持
ち
帰
っ
て
、
今
後
の
指
導
に

活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
他
の
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
指
導
内
容
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

教
材
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
参
考
に

な
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、

交
通
安
全
指
導
者
の
方
々
に
と
っ
て
有

意
義
な
２
日
間
と

な
っ
た
よ
う
だ
。

●
城
北
信
用
金
庫

パイロンスラローム。三輪車の場合は、パイロン
の先のポールに接触しないように通過する

二輪車と三輪車、それぞれの運行前点検のポイントと方法をインストラクターが説明

●二輪車安全運転実技講習会
主催：本田技研工業（株）安全運転普及本部
後援：北海道警察、北海道空知総合振興局、夕張市
協力：夕張リゾート（株）、NPO法人ゆうばり観光協会、遠軽自動車学校、北広島自動車学校、

野付牛自動車学校、北海道クミアイ自動車学校、芽室自動車学校、北海道ホンダ販売（株）

Hondaドリーム札幌がある札幌市から
夕張市へ向かうライダー

本田技研工業（株）安全
運転普及本部栃木普及ブ
ロックのインストラクタ
ーは「あやとりぃ　ひよ
こ編」を使って基本的な
交通ルールを説明

開会式では主催者を代表して
（株）飯野製作所田島工場次
長の馬場久永さんが挨拶

情報交換会には福岡県、熊本県、宮崎県、
長崎県、大分県、佐賀県、山口県から
64名の交通安全指導者の方々が参加

ダミー人形を使った飛び出し事故の再現

講習会に先立って行われた北海道
警察の白バイ隊員によるデモンス
トレーション（模範走行）

トラックの内輪差による巻き込み事故の
再現

講習会では遠軽自動車学校、北広島自動車学
校、野付牛自動車学校、北海道クミアイ自動
車学校、芽室自動車学校の教習指導員が参加
者の運転に合わせてアドバイス

●
ホ
ン
ダ
お
も
し
ろ
ツ
ー
リ
ン
グ
＆
二
輪
車
安
全
運
転
実
技
講
習
会
in
夕
張
石
炭
の
歴
史
村

二
輪
販
売
店
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

ラ
イ
ダ
ー
の
安
全
意
識
を
高
め
る

●
南
会
津
地
区
親
子
交
通
安
全
教
室

事
故
の
怖
さ
を
伝
え
、交
通
安
全
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も
ら
う ●九州・山口地区交通安全指導者情報交換会

互いの指導方法を発表し合い、意見を交換

前方にある信号機の点灯を確認したらブレーキをかけて停止す
る反応制動

た
位
置
と
、
自
分
が
点
灯
を
確
認

し
た
位
置
の
差
（
空
走
距
離
）
を

確
認
し
て
も
ら
う
。
危
険
を
認
知

し
て
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
操
作
す
る

ま
で
の
反
応
時
間
と
空
走
距
離
を

踏
ま
え
て
、
車
間
距
離
（
車
間
時

間
２
秒
以
上
）
を
と
る
よ
う
に
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
受
講
者
に
伝

え
た
。

研
修
を
視
察
し
た
原
島
さ
ん

は
、「
職
員
の
安
全
意
識
を
向
上

さ
せ
る
上
で
、
こ
の
研
修
は
役
立

っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
お
役
に
立

つ
と
い
う
理
念
を
持
つ
地
域
金
融

機
関
と
し
て
、
私
た
ち
職
員
が
交

通
事
故
の
加
害
者
、
そ
し
て
被
害

者
と
な
ら
な
い
た
め
の
取
組
み

は
、
た
い
へ
ん
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

一本橋に取り組む新入職員

今
井
真
一
さ
ん
は
「
受
講
者
の
皆
さ
ん

に
意
識
し
て
自
己
流
の
運
転
を
改
善
し

て
い
た
だ
け
た
の
で
、
意
味
の
あ
る
講

習
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

す
る
「
第
１
回
南
会

津
地
区
親
子
交
通
安

全
教
室
」
が
開
催
さ

れ
た
（
共
催：

本
田

関
連
企
業
災
害
防
止

協
議
会
栃
木
支
部
）。

こ
の
親
子
交
通
安
全

教
室
は
、
子
ど
も
に

は
事
故
の
危
険
や
怖

さ
、
保
護
者
に
は
自

ら
が
事
故
を
防
ぐ
知
識
と
、
子
ど
も
の

行
動
特
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
日
は
同
町

お
よ
び
そ
の
近
隣
に
住
む
親
子
65
名
が

参
加
し
た
。
３
人
の
幼
児
と
来
場
し
た

母
親
は
「
小
さ
い
子
ど
も
に
も
わ
か
り

や
す
い
内
容
で
良
か
っ
た
。
家
庭
で
教

育
す
る
上
で
も
参
考
に
な
り
ま
す
」
と

感
想
を
語
っ
た
。

主
催
し
た
（
株
）
飯
野
製
作
所
田
島

工
場
総
務
課
の
阿
久
津
正
孝
さ
ん
（
ホ

ン
ダ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）
は
「
事
故
の
再
現
な
ど
を
見

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
く
の
親
子
に

交
通
安
全
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
周
辺
地
域
で
の
交
通
事

故
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

TOPICS
★
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